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■追加注 

伊藤計劃・個人ウェブサイト：スプークテール：インデックス 

https://web.archive.org/web/20061216165805/http://www33.ocn.ne.jp/~projectitoh/inde

x2.html 

伊藤計劃・個人ブログ：第弐位相 

http://d.hatena.ne.jp/Projectitoh/ 

 

本論文は、文献からの引用が多く、特に個人ブログ（伊藤計劃：第弐位相）を主な資料

としている。以下、個人ウェブサイト内にある「著作権」「免責事項」「リンク」に関する

伊藤計劃の記載。 

 

「最近はメタルギアでメジャーな小島秀夫監督作品、暴力金属自傷ポエムなナイン・イン

チ・ネイルズ、テクノロジーとポリティクスを描きつづけるブルース・スターリング、とま

あ、そんなもんが好きです、あんたもひとつ、どうでっしゃろ、って主旨の文章が主です（だ

いたい）。  

https://web.archive.org/web/20061216165805/http:/www33.ocn.ne.jp/%7Eprojectitoh/index2.html
https://web.archive.org/web/20061216165805/http:/www33.ocn.ne.jp/%7Eprojectitoh/index2.html
http://d.hatena.ne.jp/Projectitoh/


要するに他人様の創作物に負うところが大きいコンテンツなんです。であるからして、当

然の事ながら恥ずかしくて著作権なんか主張できまへん。リンクは自由です。メールもいら

んです。とはいっても、くれたらヨロコビます。私を幸せにしてくれる労力を惜しまない心

の広いかたはお知らせくださいませ。リンクはトップ（スプラッシュ）ページに張れ、なん

てケチ臭いことも商売ならともかく個人サイトでは恥ずかしくて言えません。ばかばかどこ

にでもやってくだせえ（中略）。一部には私自身の創作物もあったりなかったりするかもし

れませんが、WEB にある限りはそれも同様。 

出典と URI を明記すれば引用も自由です（そんな物好きいないと思うけど）。掲載画像の

ほうも、著作権を主張しなければどんどんコピってかまいません。変えたところを本人様の

責任において変えたとわかるようにすれば書き（描き）換えてもかまいません。  

このサイトに書いてあることはすべて管理人個人の主観にもとづく情報であり、その信頼

性を保証するものではありません。間違っていても責任はもてません。友達に話して恥をか

いたりテストで使って間違ったりしてもしりません。たりめーだけど。 

リンクバナーについては、以下の画像を使っていただけるとありがたいです。」 

 

   


